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1 1 [1] 29 5

2 4 [2] 30 2

3 4 31 2

4 3 [1] 32 1
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6 5 34 5
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[1] 19 1 47 5
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[1] 22 2 50 3
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25 1 53 1
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28 4

２０２６年度　一般選抜前期Ｍ３・Ｍ２方式（２月１日）　「世界史探究」　（１００点満点）
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２０２６年度 一般入試 前期Ｍ３方式・Ｍ２方式 ２月１日  

 

「世界史探究」 

 

大問 出題の意図 

【１】 世界史上よく知られた戦争についての通史的な記述のリード文をもとに、その時々の戦

争がそれぞれの時代や地域、さらには後世に対してどのような意義を有しているか、歴史

を考察する上での幅広い視野が持てているかを問うた。 

【２】 中国の宋（北宋・南宋）が中国の歴史においてどのような歴史的意義を有しているか、外

交史・政治史のみならず、経済史・思想史を含めた問題を出すことで、正確な理解ができ

ているかとともに、全体として歴史を考える視点を有しているかを問うた。 

【３】 中世後半以降のポルトガルの歴史に関する問題を出すことによって、ポルトガルの海洋

進出がその後の世界各地にどのような変容をもたらしたかをきちんと理解しているかど

うか、すなわち、グローバルヒストリーの観点から歴史を考える視点を持つことができて

いるかを問うた。 

【４】 「関税」をキーワードに、世界の通商史、とりわけ近世以降､現代に至るまでの通商史が

世界の秩序とどう関わってきたか、通史的視点からの出題を行うことで、広い視野で歴史

を考えることができているかを問うた。 

 

  


